
平成26年６月橋本市議会定例会会議録（第２号）その５

平成26年６月16日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○議長（石橋英和君）順番４、11番　土井君。

〔11番（土井裕美子君）登壇〕

○11番（土井裕美子君） ただ今、議長のお許

しをいただきましたので、通告に従いまして

一般質問を始めさせていただきます。

　一つ目の質問は、岡潔記念館建設計画につ

いてであります。

　今年４月、総務省から各自治体に対し「公

共施設等総合管理計画」の策定が要請されま

した。これは、各自治体ともに、高度経済成

長期に集中してつくられた公共施設の老朽化

が目立ち始めたためであり、厳しい財政状況

が続く中、今後予想される人口減少による公

共施設の利用需要の変化も踏まえ、早急に全

体の状況を把握する必要があるからでござい

ます。そして、今後は長期的な視点を持って

公共施設の最適な配置の実現が必要となって

います。このように、各自治体とも、この計

画策定と将来のまちづくりを見据えた公共施

設等の検討が必要な時期に来ているというこ

とであります。

　「公共施設等総合管理計画」は、公共施設

マネジメント計画とも呼ばれ、その計画が進

んでいる自治体では、住民同士の意見交換を

重視し、新規整備は原則として行わない、施

設の更新（建て替え）は複合施設とする、施

設総量（総床面積）を縮小する、などの「ハ

コモノ３原則」を掲げた自治体もあります。

　そこで、お尋ねをいたします。本市におい

ては、杉村公園内に岡潔記念館を単独で建設

する計画がありますが、同じ杉村公園内には

雨もりや耐震化が問題となっている郷土資料

館があり、また、野には、あさもよし歴史館

もありまして、老朽化の問題は深刻な状況で

ございます。

　国より「公共施設等総合管理計画」の策定

が要請された中、本市においても、岡潔記念

館建設については単独での建設ではなく、他

の公共施設を考慮に入れた上での建設計画の

再考が必要と考えますが、いかがでしょうか。

　次に、スポーツコミッション・スポーツツ

ーリズムの推進についてです。

　先日６月13日に、サッカーワールドカッ

プ・ブラジル大会が開幕いたしました。昨日

の試合では日本チームは惜しくも負けてしま

いましたけれども、まだまだこのワールドカ

ップの期間中は、日本も世界も盛り上がって

いくことと思います。

　そして、国内では、いよいよ来年９月に紀

の国わかやま国体が開催され、本市において

も、バレーボール、サッカー、ソフトボール

の競技が開催をされます。

　そして、 2020年には東京オリンピック開催

が決定しているなど、プロスポーツの活躍や

住民の方々の健康志向も相まって、今や市民

のスポーツに対する関心は非常に高まってき

ている状況でございます。

　このような中、全国的にもスポーツツーリ

ズムやスポーツコミッションの構築が注目さ

れつつあります。

　まず、このスポーツツーリズムとは、スポ

ーツ観戦やマラソン、ウオーキング、サイク

リングなどの「観る」「する」スポーツに、

そのスポーツを「支える」人々の交流や地域

の観光資源とを組み合わせた旅行スタイルの

ことを指します。

　また、スポーツコミッションとは、地域ス

ポーツの振興と地域経済の活性化を図ること
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を目的として組織され、スポーツ大会の誘致

やイベント開催に必要な宿泊、交通の手配な

ど、さまざまな企画運営を行う組織のことで

す。

　国では、平成 23年に「スポーツツーリズム

推進基本計画」を策定し、スポーツと観光の

垣根を越え、地方公共団体や各種団体間で連

携・協働し、大会や合宿の招致、プロスポー

ツの誘致などを、まちづくりの一環として政

策に位置付ける必要があるとしています。

　本市には、橋本運動公園や県立体育館があ

り、周辺におきましては、紀の川や世界遺産

の高野山、九度山の真田庵などの名所旧跡、

そして柿・ブドウなどの果物も豊富にありま

す。また、県が計画しておりますサイクリン

グロードも今後整備されつつあるということ

でございますので、このような豊富な地域資

源を生かした広域でのスポーツツーリズムの

取り組みやスポーツコミッションの構築は、

観光まちづくりの一環として重要と考えます

がいかがでしょうか。

　三つ目の質問は、学童保育についてです。

　このたび政府は、放課後児童クラブ（学童

保育）の定員数を、 2015年から５年間で約 30

万人拡充する方針を打ち出しました。これは

子どもが小学生になると保育所にかわる預け

先がなくなり、仕事を続けにくくなる「小１

の壁」と言われる問題を少しでも解消し、子

育てをする女性が働きやすい環境を整える狙

いがあります。そして、それは成長戦略にも

盛り込まれるということです。

　このように、今や学童保育の存在は重要な

ものとなりつつあります。

　私は、最近では平成 25年の６月にも、この

学童保育の質問をさせていただきましたが、

今回は１点に絞って質問をさせていただきま

す。

　今後制定予定である学童保育条例を制定す

るにあたりまして、保育料の規定を盛り込み

減免措置も必要と考えますが、市としてのお

考えはいかがでしょうか。

　以上、壇上よりの質問を終わります。明快

な答弁、よろしくお願いをいたします。

○議長（石橋英和君） 11番　土井君の質問項

目１、岡潔記念館建設計画に関する質問に対

する答弁を求めます。

　企画部長。

〔企画部長（北山茂樹君）登壇〕

○企画部長 （北山茂樹 君）岡潔記念館建設計

画についてお答えします。

　岡潔記念館の建設を予定している杉村公園

は、本日暫定開通する国道 371 号橋本バイパ

スに隣接し、また、京奈和自動車道橋本イン

ターにも近接していることから、将来的には

交通アクセスがますます向上するものと考え

られます。

　現在、社会資本整備総合交付金を活用し、

杉村公園内に駐車場やトイレ・園路、観光案

内書などの施設の整備を計画しており、総合

公園としての機能の向上が期待されています。

　記念館は、世界的な数学博士「岡潔」の偉

業を顕彰し、学習活動や交流の場など、地域

活性化を図る拠点施設とし、自然と文化の交

流ゾーンとなるよう、先ほど説明しました駐

車場やトイレ、観光案内所などの施設ととも

に、平成 29年度に建設する計画となっていま

す。

　しかしながら、議員ご指摘のとおり、総務

省から今年４月に「公共施設等総合管理計

画」の策定が要請されたこともあり、今後の

公共施設等の整備や改修等については、この

計画との整合性が求められることになります

本市は、この「公共施設等総合管理計画」を

平成27年度末までに策定を完了させるよう、

現在、補正予算の計上も含め準備をしていま

す。
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　したがいまして、この記念館の建設は、

「公共施設等総合管理計画」の基本方針に基

づくものであること、また、個別計画との整

合性を図ることが必要である考えますので、

ご指摘の、ほかの公共施設との複合化につい

ても選択肢の一つとして検討していくことに

なると考えています。

　杉村公園は、市民の皆さまはもちろんのこ

と、京奈和自動車道や国道 371 号の交通環境

の向上とともに、市外からも多くの人に来園

していただける公園に整備していくことが、

「住んで良かった」「住みたくなる」元気な

まちをつくっていくことにつながることにな

りますので、今後は記念館も含め、地域活性

化を図る拠点として、杉村公園全体の整備と

一体的に考えていきます。

○議長（石橋英和君） 11番　土井君、再質問

ありますか。

　11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）部長、今お答えいた

だきましたけれども、私たち、平成 26年度の

当初予算で、 ( 仮称 ) 岡潔記念館の基本設計

費 399 万 8,000 円を通しているわけですけれ

ども、その後に、この公共施設の整備計画で

すか、「公共施設等総合管理計画」を策定し

なさいという要請がございましたので、やは

りこれに基づいた形で、整合性がとれるよう

に整備をしていかないけないということで、

見直しをしていただくというお答えで、大変

ありがたいなというふうに思ってるわけでご

ざいますが、私としましては、この岡先生の

大変重要な功績を持たれておりまして、世界

的に有名な数学者で、文化勲章も受賞されて

おりまして、本市最初の名誉市民でございま

すので、この先生の偉業をたたえることは本

当にすばらしいことだと思っておりますし、

建設自体に関しては反対はしておりません。

　しかしながら、先ほど申し上げましたよう

に、他の公共施設も大変老朽化している部分

がございますので、そういうところも視野に

入れた上で、全体的な見通しを立てて、この

杉村公園全体が、今後、橋本市にとってすば

らしい、いい場所になるようなことを考えて

いただきたいなという思いからこの質問をさ

せていただいております。

　それで、杉村公園の中には郷土資料館がご

ざいます。これは、昭和 48年に建設というこ

とで、前にも同僚議員が質問された中で、大

変老朽化もしておって、雨もりも激しいとい

う状態でございますので、それを今後どうし

ていくのかということも考えていかなくては

なりません。杉村公園自体にしましても、大

変いい公園でございますが、木々も鬱蒼と茂

っておりますし、整備をすればもっといい公

園になるのではないかなというふうにも考え

ております。

　それから、野に、あさもよし歴史館という

のがございます。それも調べましたところ、

昭和51年頃の建設物であるということで、そ

ちらにも橋本市の重要な文化財に匹敵するよ

うなものがたくさん置いてございますので、

できますならば、この辺のところの整備とい

うか建設も視野に入れながら、総合的に考え

ていただきたいんですが、教育委員会といた

しましては、この郷土資料館、それからあさ

もよし歴史館と岡潔先生の記念館との複合施

設というような考え方の構想は、現在お持ち

なのでしょうか。その辺のところを、ちょっ

とお尋ねしたいと思います。

○議長（石橋英和君）教育長。

○教育長（小林俊治 君）土井議員のご質問に

お答えします。

　教育委員会としては、複合型の記念館、施

設をつくっていただくことについては、非常

にありがたいと、そのように考えております。

○議長（石橋英和君）11番　土井君。
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○11番（土井裕美子 君）ありがとうございま

す。

　それでは、もう一点お尋ねをいたします。

平成23年の御幸辻地区の駅前公園と杉村公園

をパッケージ化することで社会資本整備総合

交付金がとれたということを、平成 25年の12

月議会の経済建設委員会の中でご説明がなさ

れました。今後、この橋本市において、同僚

議員の先ほどの質問の中でも、複合型として

考えていきますという市長のご答弁もござい

ましたけれども、複合型にすることで、この

社会資本整備総合給付金というのは使えるの

でしょうか。その辺のところ、ちょっとお教

えいただきたいんですが。

○議長（石橋英和君）企画部長。

○企画部長 （北山茂樹 君）社会資本整備総合

交付金自体は、その複合施設に交付金を充当

することは難しいと思います。できないと思

います。今、社会資本整備の交付金につきま

しては、先ほど答弁させていただきましたと

おり、駐車場ですとか、それからトイレです

とか、その辺の改修ということになろうかと

思いますので、新しい複合施設に対しての交

付金というのは充当できないと考えておりま

す。

○議長（石橋英和君）11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）充当できないという

ことでございますが、郷土資料館とかですと

文部科学省のほうから、複合にするにあたっ

ては、何らかの形で補助金等がおりてくる場

合もございますので、この辺は専門家集団で

ございますし、私が言うまでもなく、何らか

の形でいろんな補助金等をとっていっていた

だけると思いますが、総合的に考えますと、

やはり今後、単独で岡潔記念館を建てるより

は、複合で建てられるほうが維持管理等の面

からも申し上げまして、そして、人が集まる

ということも考えまして、一番妥当なのでは

ないかなというふうに思います。

　今回、国から公共施設等の総合管理計画の

策定要請があったという背景には、このまま

既存の施設を建て替えていきますと、必ずや

将来的に財政破綻を各市町村が起こしていく

よということもあって、今の段階できっちり

としたあり方を見直しなさいということで要

請が来たわけですけれども、まず、今後、公

共施設を統廃合するにあたりましては、住民

との合意形成というのが必要になってくると

思うんですね。

　先ほど、壇上でもご紹介をいたしましたマ

ネジメント計画が進んでいる自治体、「ハコ

モノ３原則」を掲げておりますのは、さいた

ま市なんですけれども、ここでは先ほど申し

上げました三つの３原則を挙げて、住民の理

解を得るために、住民の代表やまちづくりの

専門家らが参加するワークショップを開き、

そして、その参加者がまとめた複合案を再度

市民のほうに説明するパブリックミーティン

グを開いて、まだ、なおかつ意見交換をして

いるという、そういうふうな市民協働という

手法、市民の合意形成をどうやって図ってい

くかという努力をしている自治体もございま

すので、今後、橋本市におきましても、建設

年度が後ろで切られているという部分もある

かもしれませんけれども、住民の理解を得な

がら統廃合を進める工夫というのは本市にお

いても必要だと思いますが、市長は市民協働

ということも公約の中に掲げていらっしゃい

ますが、その辺の合意形成を図る上で、市民

の意見を取り入れるという手法について、何

か市長としてのお考えがございましたら、お

聞かせいただきたいんですけれども、いかが

でしょうか。

○議長（石橋英和君）市長。

〔市長（平木哲朗君）登壇〕

○市長（平木哲朗 君）土井議員の質問に対す
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る答弁をいたします。

　確かに、私の公約の中で「市民協働」とい

うのをうたっています。もちろん、住民の皆

さんの意見も聞いていきますし、ただ、杉村

公園の場合は、杉村公園をいかに地域の人た

ち、市民の人たちに来て楽しんでいただくか

そして、そこを文化あるいは教育、歴史の拠

点として公整備をしていくというふうに考え

ていきたいと思っています。

　あとの公共施設については、やっぱり建設

年度というのが一番大きな問題かなというふ

うに思っています。例えば、 48年度に建設さ

れた建物というものが市内数箇所にあります

これは今、げんきらりー体操とかで使ってい

ただいているんですけども、実際に地震が起

きたときの安全性という部分も含めて、地域

の住民の皆さんのお話を聞いて、ここは廃止

する、解体するというふうな、そういう取り

組みをしていきたいなというふうに思ってい

ます。

　なかなか住民の皆さんの合意形成というの

も必要なんですけども、その建物の安全性と

いうことも十分配慮した形で、整備統合とい

うのを進めていきたいなと思っていますので

これから 27年度中に策定をいたしますので、

そういう視点に立って、まず一つは市民の皆

さんの声も聞いていきますし、安全性という

部分にもしっかりと目を向けていきたい。三

つ目としては、本当に複合施設をつくって、

どれほどの効果があるかという問題も検証し

ながら、これについては進めていきたいと思

っておりますので、ご理解のほど、よろしく

お願いします。

○議長（石橋英和君）11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）ありがとうございま

した。

　市長にもう一点だけ、お尋ねさせてくださ

い。今回、平木市長になられてはじめての議

会でございますので、ぜひ直接のお言葉を聞

きたいと思っております。市長の重点政策の

中に、先ほどもおっしゃっておりましたが、

岡潔記念館の建設と数学塾の開設により、数

学日本一をめざすというのがございました。

市長の頭の中には、多分何か構想がおありに

なって、こういう目的を、こういう事業を行

いながら、橋本市で岡潔記念館を軸とした形

の中から数学日本一をめざすというふうなお

考えがおありかなと思いますので、その辺の

ところ、今回、私の質問は岡潔記念館建設計

画についてでございますので、その岡潔記念

館をどのような形で活用をされて数学日本一

をめざしていかれるのかなというお考えがご

ざいましたら、ちょっとお聞かせをいただき

たいと思います。

○議長（石橋英和君）市長。

〔市長（平木哲朗君）登壇〕

○市長（平木哲朗君）お答えします。

　基本的には、私、市長になるまでは単独で

いこうかなというふうに思っていました。で

いろいろ幹部と協議をして、いろいろ話を収

集した結果、これはなかなか経費的には難し

い。そして、杉村公園の中の郷土資料館、ま

た、先ほど言われた野のあさもよし歴史館に

しても、これは一緒にすることのほうがメリ

ットが大きいなと。岡潔先生の記念館をつく

るにしても、どれぐらいの資料が集まるのか

というのも、数学者ですので、現にどれぐら

いのものが現存しているかわからない部分も

ありますから、全体的に一つの統合施設とし

て考えていこうかという方向で今検討してい

ます。

　もう一つ、先ほど言われました、どういう

ふうに活用していくかということで、寺子屋

風にして数学ＷＡＶＥの皆さんの協力を得な

がら、そこで数学の希望者、勉強したいなと

思う子どもたちでいいと思うんですけども、
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そこで数学塾を開いて勉強してもらうという

そういうふうな形を今現在考えておりまして

できたら数学ＷＡＶＥの関係の皆さんに委託

をしていきたい。運営委託をしていきたいと

いうふうに考えています。

○議長（石橋英和君）11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）すいません。何度も

質問をしてしまいまして、ありがとうござい

ました。市長の構想というのがよくわかりま

したので、私も単独ではなく、やはり複合で

いろいろなたくさんの、多くの人がこの場所

に足を運んでいただきまして、そして子ども

たちが偉大な数学者でもあり、哲学者という

ふうに呼んだらいいかわからないんですけれ

ども、情緒の世界というのが非常に有名でご

ざいますので、教育者である岡潔先生に触れ

て、そして数学が橋本市で盛んになって、日

本一になっていくのは非常にすばらしいと思

いますので、じっくりと住民の意見も聞いて

いただいて、慎重に再考をしていっていただ

きたいと思います。

　一つ目の項目は、これで終わります。

○議長（石橋英和君） 次に、質問項目２、ス

ポーツコミッションとスポーツツーリズムの

推進に関する質問に対する答弁を求めます。

　経済部長。

〔経済部長（笠原英治君）登壇〕

○経済部長 （笠原英治 君）スポーツコミッシ

ョン・スポーツツーリズムの推進についてお

答えします。

　従来、スポーツと観光はそれぞれ別の領域

とされてきましたが、近年、スポーツ施設や

スポーツ体験を目的に訪れる人を、それだけ

ではなく、観光や地元特産品購入等も目的と

して組み合わせることによって、地域の活性

化に取り組むスポーツツーリズム活動が全国

的に広がっています。

　本市は、橋本市運動公園等のスポーツ施設

が整備されているとともに、紀の川サイクリ

ングロードなど、地形や自然を生かしたさま

ざまなスポーツ体験ができる環境にあります。

　大阪市内から約１時間という恵まれた立地

条件をアピールして、大会誘致やスポーツを

軸にした交流人口の増加を図るよう、積極的

に取り組んでいく必要があると考えています。

　また、スポーツでお越しいただいた方が満

足し、繰り返しお越しいただけるように、行

政、関係団体、企業等が協働して、本市のみ

ならず広域的にも受け入れ体制を整備してい

く必要があると認識しています。

　平成 27年の紀の国わかやま国体の競技が本

市で開催される際には、選手関係者や観客に

本市をアピールできるよう、本年度大会の視

察や研究を行う予定です。

　先般より策定された「スポーツ推進計画」

をもとに、スポーツツーリズムを重要な観光

資源として活用するとともに、住んで良し、

訪れて良しというまちづくりをめざして取り

組んでまいりますので、ご理解お願いいたし

ます。

○議長（石橋英和君）教育次長。

〔教育次長（坂本安弘君）登壇〕

○教育次長 （坂本安弘 君）スポーツコミッシ

ョンについてお答えをします。

　橋本市では、豊かな自然環境と既存の体育

施設を最大限に生かし、スポーツに親しむこ

とのできる生涯スポーツ社会の実現に向け、

「くらしに息づくスポーツコミュニティ橋本

市」を基本理念として、本市の実情に即した

「橋本市スポーツ推進計画」を平成 26年３月

に策定しました。

　オリンピックやワールドカップといった世

界的な大会のみならず、スポーツは世代を超

えたあらゆる人々に爽快感を与えるとともに

スポーツに親しむことで、一人ひとりの健康

づくりにも大きく貢献しています。
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　また、来年開催される「紀の国わかやま国

体」を契機に、スポーツのさらなる定着化を

図るとともに、スポーツによる地域づくりと

して、スポーツイベントを観光資源としてと

らえ、「スポーツと観光」による連携組織、

いわゆるスポーツコミッションを構築し、行

政、スポーツ関係団体、観光団体、企業、地

域等との協働のもと、魅力のあるスポーツ事

業を展開できるよう検討し、実践していきた

いと考えています。

○議長（石橋英和君） 11番　土井君、再質問

ありますか。

　11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）スポーツコミッショ

ン・スポーツツーリズムの推進ですが、取り

組んでまいりたい、推進していきたいという

ご答弁をいただきましたけれども、先ほどか

らいろんな場面で出てきておりますが、来年

度には和歌山国体、そして来年度、ちょうど

高野山の開創 1200年祭、それから世界遺産登

録10周年ですか、それから来年、再来年には

ＮＨＫの大河ドラマの真田丸というふうに決

まっております。今、この機会を逃しては、

本当になかなか次のチャンスはないのではな

いかなというふうに思っているわけです。

　市長が先ほど公約の中に、これは「はしも

と」の６月号の二つ目の中に、「地場産業振

興センターを活用し、「チーム橋本」をつく

って民間・行政が一体となって橋本市を全

国・海外へ売り出してまいります」というこ

とでございましたけれども、スポーツという

文言がちょっとないんですよね、この中にね

見ましてもね。

　私は、ちょっと体育会系の出身なのであれ

なんですが、スポーツってどうしても目が行

ってしまうんですけれども、今とても注目さ

れていると思います。ウオーキング、それか

ら市民マラソン、駅伝、全国から参加者が集

まっている状態でございまして、それから、

同僚議員が後で質問すると思いますけれども

合宿の誘致なんかも非常に各自治体では、県

を挙げて盛んにやってらっしゃるところもご

ざいますので、私は、この橋本市でも、ぜひ

そういう合宿の誘致であるとか、できるだけ

よそから、市内からだけじゃなく、市外から

人を呼んでくるような動きをしていく中で、

地場産品を売っていくということが全国発信

海外発信につながるということだと思います

ので、そこにぜひとも早急に力を入れていた

だきたいと思うんですね。この機を逃したら

もうなかなか難しいと思います。

　で、いろいろ調べましたところ、県では、

今このような、多分これ、市長もご存じだと

思いますが、奈良県と和歌山県で、サイクリ

ングのとてもすばらしい地図をつくっていた

だいております。これは奈良県からずーっと

和歌山県まで、こういうサイクリングができ

るんですよと。それぞれの、奈良から出発し

て和歌山市のところまで、ずーっとラインが

引かれてて、それぞれいろんなポイントで名

所旧跡なんかも書いて、地場産品なんかもこ

れに載せていただいております。せっかくこ

のようないい土壌があるのですから、これは

もう活用しない手はないです。

　皆さんも休みの日なんかに車で走ってられ

たらよく見受けられると思うんですが、サイ

クリングでずーっと走ってらっしゃる方が何

人もいらっしゃいますよね。ものすごく今、

サイクリングって盛んにスポーツとして行わ

れているんです。橋本市は、これをうまく活

用していかないといけないと思います。

　それから、橋本市にはないんですが、高野

山がございますよね。この高野山というのは

やっぱりうまく活用していって、橋本市にも

何らかの形で恩恵が受けられるような、そう

いう施策をこれから考えていかないといけな
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いと思いますので、高野山は山ですが、今、

自転車競技の中でヒルクライムと呼ばれてい

る、山に登る競技があるんです。それは、も

のすごく人気があって、日本国内だけではな

くて世界の注目を浴びておりまして、世界か

ら人が訪れる。富士山であるとか、乗鞍であ

るとか、立山であるとか、そういうヒルクラ

イムレースなんかは、もう 5,000 人ぐらいの

人が集まるという、そういう実績も持ってお

られますので、私はぜひともこの高野山を活

用して、橋本市とそれから高野町と九度山町

とかつらぎ町と、この１市３町が手を取り合

って、このロケーションを生かしたスポーツ

ツーリズムの推進というのを、本腰を入れて

本気になってやっていただきたいんです。

　そのためには、このスポーツコミッション

という組織が必要なんです。どこがするんや

と。先ほども同僚議員から、ボランティアの

ご質問がありました。そのボランティアもし

たいんだけれども、ボランティアはどこに行

ったらいいのよと。どこが窓口になるのよと

いうときには、スポーツのボランティアであ

ればスポーツコミッションがその窓口になる

とかですね。それから、朝の、野球場の問題

もあったんですけれども、野球場を建てる、

野球場をつくるというんであれば、その野球

場を活用したスポーツツーリズムを開拓して

いくためには、そのスポーツコミッションが

役立つということでございますので、全てが

オールマイティで、スポーツコミッションを

つくっていただきますと、そのようなことが

解決していくのではないかなというふうに考

えています。

　さいたま市では、スポーツコミッションを

もう立ち上げられて、実際に活用されていら

っしゃいますので、ぜひとも取り上げていた

だきたいのですが、経済部長にちょっとお尋

ねしますが、このスポーツツーリズム・スポ

ーツコミッションというものについて、どの

ような認識を持っていらっしゃいますでしょ

うか。

○議長（石橋英和君）経済部長。

○経済部長 （笠原英治 君）ただ今、土井議員

からご質問いただいたわけなんですが、最近

出てきた言葉であると私自身は認識しており

ます。スポーツイベントや大きなトップアス

リートが来られるような、そういった開催に

その関係者とか、それと観客を含めた大勢の

人が来市されたときに、そのスポーツのため

の対応だけではなくして、観光サービスメニ

ューを提供していって、スポーツと観光を結

びつけることによって地域の経済の活性化を

図っていくことができると思います。

　そういう意味で、先ほど議員から説明あり

ました、大きなイベントがめじろ押しに続い

てまいります。こういったイベントというの

は、一過性であってはだめだと思っておりま

す。必ず持続性のあるもの、そういった意味

で、現在、観光戦略協議会というのを市長の

指示によりまして立ち上げまして、既に準備

会を終わって、来月早々に第１回目の協議会

を開催することになっております。

　これは決して行政だけではなくして、商工

団体、関係事業者、鉄道事業者も含めて、商

工団体とか観光事業者、総勢 10人ほどのメン

バーで、この大きなイベントに対してどう取

り組んでいくか。持続性に向けてどう対応し

ていくか。このスポーツイベントも含めて検

討していきたいというふうに考えております。

○議長（石橋英和君）11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）そのメンバーの中に

は、スポーツの関係者というのは入っていら

っしゃいますでしょうか。

○議長（石橋英和君）経済部長。

○経済部長 （笠原英治 君）直接的には入って

おらんのですが、商工団体のほうで、商工会

－58－



議所であったり、商工会であったり、金融関

係の紀陽銀行なんかも入っておるんですけど

いろんなイベントを既に自分のところの事業

者として行っておりますし、関係者とのネッ

トワークもできております。そういった方々

と連携を持つことによって、そのスポーツに

関する内容についても把握できるんではない

かというふうに考えております。

○議長（石橋英和君）11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）考えていっていただ

けてるようには思うんですが、もう既にスポ

ーツコミッションを立ち上げられている自治

体がたくさんございます。新潟県の十日町市

であるとか、ここは総合型地域スポーツクラ

ブと予防医療を専門とする病院が核となって

「十日町市スポーツコミッション地域再生協

議会」が設立されて、実質的なスポーツコミ

ッションに向けて動き出しているということ

ですし、島根県の出雲市なんかでは、「出雲

スポーツ振興 21」というのを立ち上げられて 、

ここの出雲駅伝って大変有名なんですが、な

かなか運営が、行政と市民自らがやってきて

その運営だけが手いっぱいになって、まちづ

くり、観光資源の開発につなげられてないの

で、ここのスポーツ振興 21がそれを肩代わり

をしてというか、担っているという状況です

ので、やはり絶対にこのスポーツコミッショ

ンを立ち上げるということは大事だと思うん

ですね。

　それから、先ほども申し上げましたように

橋本市一つでは、絶対にこの観光戦略という

のは成り立っていきませんし、スポーツ戦略

スポーツ観光というのも成り立っていかない

と思いますので、ぜひとも広域での連携をし

ていっていただきたいというふうに思います。

　多分、市長は、そのようなお考えはお持ち

だと思いますけれども、人口比的には橋本市

が一番、１市３町の中で人口比も多いですし

橋本市がリーダーシップをとって、さあ皆で

手をつないでやっていこうじゃないかという

形で、伊都地方、紀北地方を全体的に巻き込

んでやっていくんだというような、そういう

もし意気込みがありましたら、ちょっとこの

市長の公約の中にスポーツというのが入って

ないので、私のこの質問に対して、今どのよ

うなお考えなのかなというのがちょっとわか

らないんですが、その辺を市長のお言葉とし

てお聞かせいただきたいのですが、いかがで

しょう。

　それから、もう一点だけ。サイクリングの

競技をするにあたりましても、最近のヒルク

ライムレースなんかでは、お金を取れるんで

すね。ただでやってくださいというのじゃな

くて、１人参加費用が 7,000 円から 8,000 円、

高いところでは１万円取れるんです。取れる

んですが、いかんせんお金が運営者側に入っ

て来るまでに、コマーシャル料であるとか、

広報費であるとか、いろんな費用がかかるん

ですね。その原資がないことには、その大会

を動かしていこうというスタートにつけない

という問題点があって、それを各行政は、結

局スポーツツーリズムを通じて、何人の観客

を呼ぶかということに対しての助成金をつく

ってるんです。

　そういうやっぱり原資をつくってあげると

その原資を元手にして、料金を払ってスポー

ツをしに来てくれる方々から料金を徴収して

そのお金をうまいこと回していけますので、

そういうことをするのが行政で、行政が何で

もかんでもやれというんじゃなくて、行政が

いったい市民、それから民間事業者、それか

ら専門的な旅行会社であるとか、そういうと

ころもどんどん入れていったらいいと思うん

ですよ。それをウイン・ウインの関係で、ど

ちらもがいいようになるように、そういうふ

うな取り組みをこれからしていくべきだと思
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うんですけれども、ちょっと市長のお考えが

ございましたら、お聞かせいただきたいと思

います。

○議長（石橋英和君）市長。

〔市長（平木哲朗君）登壇〕

○市長（平木哲朗 君）土井議員の質問にお答

えします。

　今回、観光協議会を立ち上げたというのは

一つは、世界遺産がないという部分で、橋本

市独自の観光客の誘致というのを考えていか

なあかんなということで立ち上げさせてもら

いました。

　これは、民間の知恵を借りて行政が後から

ついていくような、民間と協働の形でやって

いきたいという思いでやっています。当然、

この中にはスポーツ合宿も含んでおりますし

再来年には、橋本カントリークラブで関西オ

ープンが開催されるようになってます。こう

いうふうな企業と連携する、スポーツ関係者

は確かにその中に入ってませんけども、その

誘致というのを、これからしっかりと経済部

とも連携しながら、スポーツの誘致というの

も考えていきたいと思っています。

　ただ難しいのは、スポーツの合宿というの

は、土曜、日曜、祝日に重なってしまうとい

う問題もありますので、この辺をどうクリア

ーするのかというふうに思っています。ただ

土井議員言われるように、できるだけ多くの

皆さんの協力を得ながら、スポーツの誘致も

進めていきたいと思いまして、一つの、私が

全国へ売り出すというような特産品を一緒に

また橋本市の観光資源も一緒に情報発信でき

たらなというふうに思っています。

　で、クライムのほうにつきましては、一時

進めかけようと思ってました。ところが、町

長が変わった関係で、ちょっとその１市３町

の連携という部分では、今現在はちょっと、

なかなかうまくいってない状況があります。

　先日も、高野町長とも直接お話をしまして

これは無理なんかなということを言わせてい

ただいたら、いや、そんなことないですよと

いうふうなご回答もいただいてます。その中

で、どういう方法でやるんかというのは、行

政が表へ立つんではなくて、そういう協議会

的なものを立ち上げてもらって、その中でど

ういうやり方をするのよという議論をしてい

ただくほうが、行政やったら、まずお金を出

す出すという話がどうしても先に来ますから

全体的な計画を立てていただいて、１市３町

でどうすんのよという議論に入っていければ

なというふうに思っています。

　今、１市３町でも広域連携の協議会も立ち

上がってますので、そこを拠点として、一つ

進めていく手段があるのかなというふうに思

っています。これについては、前向きに今現

在取り組んでおりますので、ご理解のほど、

お願いします。

○議長（石橋英和君）11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）ありがとうございま

した。ぜひ前向きに取り組んでいただきたい

と思います。

　三つ目の質問をお願いいたします。

○議長（石橋英和君） 次に、質問項目３、学

童保育に関する質問に対する答弁を求めます。

　健康福祉部長。

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕

○健康福祉部長 （石橋章弘 君）学童保育につ

いてのご質問にお答えします。

　平成 27年４月の子ども・子育て支援新制度

のスタートに合わせて児童福祉法が改正され

学童保育所の設備及び運営に関しての基準を

国が省令で定め、これを踏まえて、市町村が

地域の実情に合わせた運営基準条例を制定す

ることとなります。省令については、本年４

月30日に公布されましたが、保育料や減免措

置についての基準は、いまだ示されておりま

－60－



せん。

　ご存じのように、本市の学童保育所は、保

護者の皆さまが中心となって運営いただいて

おり、保育料についても各学童保育所で金額

が異なります。また、保育料の減免について

も各学童保育所が独自に設けている制度とな

っています。

　保育料を条例で規定するには、保育料を統

一する必要がありますが、その設定金額には

月 6,000 円の開きがあります。統一する水準

によっては保護者の負担が増えたり、逆に保

育料収入の減少によって運営に支障が出るな

ど課題が多く、現時点での統一と条例化は困

難であると考えています。

　保育料の減免措置については、近隣市や県

内のほとんどの市において実施しており、市

が主体となって制度化に向けて取り組む必要

があると考えています。

○議長（石橋英和君） 11番　土井君、再質問

ありますか。

　11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）なかなか、これはず

っと問題として取り組んできている部分でご

ざいますが、保育料の統一は現在のところは

困難であるけれども、減免措置等に関しては

何らかの形で考えていかなければならないと

いう、少しは前向きな答弁をいただいたかな

と思うんですが、部長もお調べいただいてま

すように、和歌山県内の他の８市では、生活

保護世帯が無料であったりとか、２人目が半

額であったりとか、ひとり親家庭の市民税非

課税が半額であるとかという、そういう減免

措置がございますので、具体的に、もしも今

考えている助成制度と申しますか、そういう

のがございましたら言っていただきたいんで

すけれども、全く何もまだお考えにはなって

いらっしゃいませんか。

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。

○健康福祉部長 （石橋章弘 君）今ご質問の減

免措置に関する内容についてでございますけ

れども、現時点は、これは来年度の実施に向

けて、１点目が経済的な理由により学童保育

所の利用が困難なご家庭、あるいは２人以上

の利用により、保育料の負担が増加している

ご家庭。このような方々を対象とした保育料

の助成制度の整備を進めていきたいというふ

うに考えております。

　現時点は以上でございます。

○議長（石橋英和君）11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）ありがとうございま

す。

　私が議員になってから、この学童保育に関

してはずっと取り組んできて、ここで少し、

市もやっと条例の制定を、国で定められたの

で仕方がなく、９月に条例制定を多分してい

ただけると思うんですが、今まで和歌山県内

の市町村の中では、私は橋本市はずっと学童

保育に関してはトップランナーを走ってきた

と思ってるんです。保護者さんが立ち上げて

いただいて、ほかの市町村よりはとても進ん

でたなと思っていたら、気がつけば、ほかの

市町村は保育料も統一して、条例も制定して

助成制度もやっていたと。

　市の中でまだ条例を制定していないのは橋

本市だけであり、保育料が統一されていない

のも橋本市だけであったという中で、厳しい

財政状況もおありだと思いますが、保育料の

助成制度を 27年度より開始していただけると

いうことは、進歩があって喜ばしいことだな

と思いますので、これでいいとは私は思って

おりませんので、また、まだまだこの質問は

私のライフワークとして続けさせていただき

たいと思いますけれども、今現在、小学校の

中に全て学童保育が建設されております。以

前からずっと話題に私はしてまいりましたが

もうそろそろ、こども課ではなく、学校の中
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に施設があるのであるから、教育委員会部局

のほうに担当を移していただいてはどうかな

という考えもあるのですが、できましたら教

育長、ちょっとその辺のところを、教育長の

お考えを言っていただきたいんですが。ちょ

っと時間がないので申しわけないんですが、

手短によろしくお願いいたします。

○議長（石橋英和君）教育長。

○教育長（小林俊治 君）土井議員のご質問に

お答えします。

　学童保育につきましては、女性の社会進出

ということで、ご存じのとおり厚生労働省管

轄ということで始まっております。ただ、学

齢期、学童保育は、やっぱり先ほど議員言わ

れたとおり、小学校内に設置されています。

健康福祉、いわゆる厚生労働省管轄と文部科

学省との管轄の中で、どちらのほうが果たし

て子どもたちにとって、また、保護者にとっ

て利用しやすいかということについて協議を

して進めてまいりたいと、そのように考えて

います。

　以上です。

○議長（石橋英和君）11番　土井君。

○11番（土井裕美子 君）ありがとうございま

す。

　やはり、学校の敷地内に学童がありまして

学校のほうに指導員の先生方がお願いにまい

りましても、一旦こども課を通じてください

というような部分もございまして、いろいろ

な現場では矛盾点がございますので、その辺

のところもご配慮いただきまして、お願いを

したいと思います。

　重ねまして、市長におかれましては保育料

の助成制度を来年度からしていただけるとい

うことで、この件に関しては感謝の意を申し

述べたいと思います。ありがとうございまし

た。

　これで私の質問は終わらせていただきます。

○議長（石橋英和君） 11番　土井君の一般質

問は終わりました。

　この際、２時35分まで休憩いたします。

（午後２時20分　休憩）
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